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〈平成20年4月1日現在〉 
 ●人口 20,376 人（前月比－54 人） 
　男： 9,798 人 
　女： 10,578 人 
 ●世帯数 6,949 世帯（前月比＋7 世帯） 

5月号の主な内容 

●住民課窓口での「本人確認」義務化 
●福祉タクシー助成事業の受付開始 
●老年者への軽減措置が終了 
●パブリックコメント募集（浄化槽関係） 
●平成20年度当初予算決まる 
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ことなみ土器どきひろば 



　

戸
籍
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

お
よ
び
住
民
基
本

台
帳
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
次
の

よ
う
な
届
け
出
や

申
請
を
す
る
場
合

に
、
現
在
、
住
民
課

の
窓
口
で
行
っ
て

い
る
「
本
人
確
認
」

が
、
５
月
１
日
か

ら
法
律
上
の
ル
ー

ル
に
な
り
ま
す
。

○ 

婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、

認
知
の
戸
籍
の
届
け
出
を
す
る
場
合

○ 

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
を

取
得
す
る
場
合

○ 

転
出
、
転
入
な
ど
住
民
票
の
異
動
届
け

出
を
す
る
場
合

な
ぜ
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
？

　

そ
も
そ
も
戸
籍
は
国
民
の
身
分
関
係
が

記
載
さ
れ
て
い
る
大
切
な
帳
簿
で
、
住
民

票
は
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
は

常
に
正
し
い
内
容
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
他
人
が
勝
手
に
う

そ
の
届
け
出
を
し
て
、
戸
籍
や
住
民
票
に

真
実
で
な
い
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
真

実
で
な
い
記
載
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
届

け
出
の
際
の
本
人
確
認
な
ど
を
法
律
上
の

ル
ー
ル
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

窓
口
で
は

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
、
運
転

免
許
証
や
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
の
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
よ
り
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
保
険
証
や
年
金
証
書
な
ど

の
提
示
に
よ
り
確
認
を
行
い
ま
す
。

他
人
の
も
の
を
取
得
す
る
場
合
は

　

自
分
の
権
利
を
行
使
し
た
り
、
義
務
を

履
行
し
た
り
す
る
場
合
や
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
手
続
き
に
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
が
必
要
な
場
合
な
ど
、
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
請
求
書
に

は
そ
の
旨
を
詳
し
く
記
載
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

不
正
取
得
し
た
者
に
は

　

偽
り
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
に
よ
っ

て
、
他
人
の
戸
籍
や
住
民
票
の
証
明
書
を

取
得
し
た
者
に
対
し
て
は
、
新
た
に
刑
罰

（
30
万
円
以
下
の
罰
金
）が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
１

６
月
の
特
定
健
康
診
査
が
実
施
可

能
な
町
内
医
療
機
関

・
い
わ
さ
き
循
環
器
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
永
生
病
院

・
大
山
内
科
医
院

・
小
国
医
院

・
川
口
医
院

・
た
か
お
整
形
外
科
医
院

・
中
川
医
院

・
ふ
か
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
山
本
ヒ
フ
泌
尿
器
科
医
院

・
ま
ん
の
う
町
立
造
田
診
療
所

・
ま
ん
の
う
町
立
美
合
診
療
所

※ 

当
日
の
持
参
物
に
つ
い
て
は
、
広
報
ま

ん
の
う
４
月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
増
進
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
６

2

住民課窓口での「本人確認」にご協力を !・6月の特定健康診査が実施可能な町内医療機関

住
民
課
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
に
ご
協
力
を
！



　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方

　

○
満
75
歳
以
上

　

○
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
以
上

　

○
療
育
手
帳
A
以
上

　

○
役
場
本
庁
企
画
政
策
課

　

○
仲
南
支
所

　

○
琴
南
支
所

　

○
美
合
出
張
所

　

申
請
者
本
人
の
印
鑑
（
認
め
印
で
可
。）

と
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
も
ご
持

参
の
上
、
受
付
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
福

祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
交
付
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

申
請
し
た
月
の
翌
月
か
ら
ご
利
用
可
能

で
す
。
年
度
の
途
中
で
あ
っ
て
も
同
様
で

す
。

　

○
有
限
会
社
仲
南
タ
ク
シ
ー

　

○
株
式
会
社
満
濃
タ
ク
シ
ー

　

○
有
限
会
社
吉
野
タ
ク
シ
ー

　

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
通
院
す
る
と
き
の

み
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

降
車
の
際
に
、「
自
治
会
名
」「
申
請
者

本
人
名
」「
病
院
名
」
を
自
筆
し
た
助
成

券
１
枚
を
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
手
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

助
成
券
は
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き
一
人

１
枚
（
５
０
０
円
分
）
使
用
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
１
カ
月
の
う
ち
に
一
人
２
枚
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
政
策
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
６

　

仲
南
地
区
で
実
施
し
て
い
た
浄
化
槽

市
町
整
備
推
進
事
業
は
計
画
の
10
年
が
終

了
し
ま
し
た
。
３
町
合
併
後
は
申
請
件
数

が
激
減
し
て
い
る
た
め
、
町
で
は
平
成
20

年
度
で
そ
の
事
業
を
終
了
し
、
平
成
21
年

度
か
ら
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
個
人
設

置
型
）
に
移
行
し
、
満
濃
地
区
・
琴
南
地

区
と
同
じ
条
件
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

平
成
20
年
５
月
１
日
〜
５
月
22
日

　

※
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
必
着
。

◆
回
答
要
領

　
「
ま
ん
の
う
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

意
見
提
出
用
紙
」（
住
所
、
氏
名
は
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
意
見
と
し
て
受
け
付
け
い
た

し
ま
せ
ん
。）
に
ご
記
入
の
上
、「
◆
意
見

送
付
方
法
」
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
電
話
に
よ
る
ご
意
見
な
ど
の

受
け
付
け
や
個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、「
意
見
提
出
用
紙
」
は
、
環
境

保
全
課
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、
美
合

出
張
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◆
意
見
送
付
方
法

①
書
面
の
持
参

　

 

環
境
保
全
課
、
仲
南
支
所
、
琴
南
支
所
、

美
合
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓
口

②
郵
送

　

〒
７
６
６
│
０
０
２
２

　

ま
ん
の
う
町
吉
野
下
４
３
０
番
地

　

ま
ん
の
う
町
環
境
保
全
課
あ
て

③
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７
３
）
０
１
１
１

④
電
子
メ
ー
ル

　

kankyo@
tow
n.m
anno.lg.jp

◆
結
果
の
発
表
方
法

　

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
内
容
を
取
り

ま
と
め
、町
の
考
え
方
を
付
し
て
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。た
だ
し
、

住
所
、
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
公
表
し

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
保
全
課　

薀
（
７
３
）
０
１
２
３

6
月
1
日
（
日
）

町
内
一
斉
清
掃
を行い

ま
す

3

6月から新しい「福祉タクシー助成事業」が始まります・パブリックコメント募集

〜
5
月
1
日
か
ら
受
付
開
始
〜
 

仲
南
地
区
の

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業（
個
人
設
置
型
）へ
の
移
行
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
対
象
者
は

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
を
受
け
る
に
は

助
成
券
の
使
い
方
は

受
付
場
所
は

い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の
？

利
用
可
能
な
タ
ク
シ
ー
会
社
は



満
額
に
は
40
年
必
要

　
「
老
齢
基
礎
年
金
」
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
40
年
間
保
険
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
（
平
成
20
年

度
で
あ
れ
ば
、
年
額
79
万
２
、１
０
０
円
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
30
年
間
の

場
合
は
、
満
額
の
４
分
の
３
の
年
金
額
と

な
り
ま
す
。

満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
方
法

が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間

に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
厚
生
年
金
保
険
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
）、
共
済
組
合
（
公
務
員
な
ど
）

の
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
）
や
老

齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
請
求
し
た
場
合

は
、
任
意
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
要
件
に
あ
と
一
歩
の
方
も

大
丈
夫

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料

の
免
除
期
間
な
ど
が
25
年
以
上
必
要
で

す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

任
意
加
入
は
口
座
振
替
で
納
付

　

任
意
加
入
被
保
険
者
が
本
人
の
年
金
受

給
権
な
ど
を
確
保
す
る
に
は
、
月
々
の
保

険
料
を
確
実
に
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
人
の
納
め
忘
れ
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
現
金
納
付
に
比
べ
て

確
実
な
納
付
方
法
で
あ
る
口
座
振
替
が
納

付
方
法
の
原
則
と
な
り
ま
す
。

資
格
取
得
の
申
し
出
の
際
に
確

認
し
ま
す

　

任
意
加
入
被
保
険
者
の
資
格
取
得
の
申

し
出
を
行
う
方
に
は
、
①
口
座
振
替
納
付

を
希
望
す
る
旨
の
申
出
書
ま
た
は
②
口
座

振
替
納
付
に
よ
ら
な
い
正
当
な
事
由
が
あ

る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

場
合
に
該
当
す
る
旨
の
申
出
書
の
提
出
の

有
無
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、

申
し
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
申
し

出
が
あ
っ
た
と
き
に
、
被
保
険
者
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
20
年
４
月
１
日
前
に
任
意
加
入
被
保

険
者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者
は
対
象
外

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
社
会
保
険
事
務
局
善
通
寺
事
務
所

国
民
年
金
課　

薀
（
６
２
）
１
６
６
０

　

平
成
17
年
１
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上

の
方
（
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）
に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措

置
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
の
個
人
住
民
税
が
非
課
税
と

な
る
措
置
）
が
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
す
る
中
で
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
公

平
に
負
担
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
と
い

う
観
点
か
ら
、
平
成
18
年
度
課
税
分
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
課
税
分
ま
で
は
、
急
激
な

税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
税
額
の
軽

減
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
軽
減
措
置
も
平
成
19
年
度
課
税
分

で
終
了
し
、
平
成
20
年
度
課
税
分
か
ら
現

役
世
代
と
同
じ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課　

薀
（
７
３
）
０
１
０
４

4

国民年金受給額を増やしませんか・個人住民税の軽減措置がなくなります

国
民
年
金
受
給
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

個
人
住
民
税
の
軽
減
措
置
が
な
く
な
り
ま
す

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
へ

昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
生
ま
れ
の
方
へ老年者非課税措置廃止の経緯

所得割
均等割

町民税分 県民税分

平成20年度～ 全額負担 3,000円 1,000円

平成19年度 3分の2
だけ負担 2,000円 600円

平成18年度 3分の1
だけ負担 1,000円 300円



年
度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
の
被

保
険
者
証
は

　

各
事
由
（
新
た
に
75
歳
に
な
る
こ
と
、

転
入
、
生
活
保
護
の
停
止
・
廃
止
、
障
害

認
定
）
に
よ
っ
て
、
資
格
取
得
日
が
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

事　

由

資
格
取
得
日

1

新
た
に
75
歳

に
な
る
方

誕
生
日

2

転
入

転
入
に
よ
り

住
所
を
定
め
た
日

3

生
活
保
護
の

停
止
・
廃
止

休
止
・
廃
止
を

し
た
日

4

障
害
認
定

広
域
連
合
が

認
定
し
た
日

(

※
要
申
請)

　

１
に
該
当
す
る
方
の
被
保
険
者
証
は
、

誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
香
川
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら「
配
達
記
録
郵
便
」

（
受
け
取
り
の
際
に
は
、認
め
印
が
必
要
。）

で
送
付
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
被
保

険
者
証
は
誕
生
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

２
〜
４
に
該
当
す
る
方
の
被
保
険
者
証

は
、
後
日
送
付
し
ま
す
。

年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）
し
た

方
の
保
険
料
は

　

保
険
料
額
は
資
格
取
得
日
を
含
む
月
か

ら
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。

年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）
し
た

方
の
保
険
料
納
付
方
法
は

　

保
険
料
の
納
付
は
、
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

（
普
通
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
こ
と
）の
条
件
を
満
た
す
方（
特

別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が
18

万
円
以
上
、
か
つ
介
護
保
険
料
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方
）
は
、
資

格
を
取
得
し
て
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過

し
た
後
に
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。

年
度
途
中
に
加
入
（
異
動
）
し
た

方
へ
の
通
知
時
期
は

　

資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々
月
の
上

旬
（
た
だ
し
、
第
１
期
の
納
期
限
が
７
月

末
の
た
め
、
７
月
以
降
）
に
本
町
税
務
課

か
ら
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
保
険
料

納
入
通
知
書
」が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に
つ
い

て
は
、
10
月
以
降
に
徴
収
が
始
ま
る
（
た

だ
し
、
平
成
20
年
度
に
限
る
。）
の
で
、

同
月
以
降
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

給
付
内
容
は

　

療
養
費
（
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具

代
が
か
か
っ
た
と
き
、
医
師
が
必
要
と
認

め
た
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
施
術
を
受
け
た
と
き
な
ど
）、
高
額
療

養
費
（
１
カ
月
（
同
月
内
）
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
基
準
限
度
額
を
超
え
た
場

合
）、
葬
祭
費
（
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ

た
と
き
）
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
で

す
。
各
種
申
請
は
、
本
町
福
祉
保
険
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

療養費

被
保
険
者
証

印
鑑
（
認
め

印
で
可
。）

通
帳
（
郵
便

局
を
除
く
。）

診
療
内
容
の
明
細

書
、
領
収
書

高額療養費

│

葬祭費

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
福
祉
保
険
課

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
２
４

ま
ん
の
う
町
税
務
課
（
保
険
料
の
み
）

　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務

局　

薀
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

5

長寿医療制度が始まっています・寝具類などの洗濯サービス

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

が
始
ま
っ
て
い
ま
す

1　実施方法 
　寝具類3点を自宅で預かり、専門の会社で洗濯、乾
燥、消毒をし、約1週間程度で自宅にお届けします。 
2　対象者 
　本町に住所を有する次に掲げる方および世帯と
します。なお、入院や入所をされて
いる方は対象となりません。 
　（ア）おおむね70歳以上の一人暮

らしの方 
　（イ）70歳以上の高齢者のみの世

帯およびこれに準ずる世帯 
　（ウ）身体障害者（重度（1、2級）で寝たきりの方） 
　（エ）心身の障害などの理由により寝具類などの

衛生管理が困難な方 

3　受付期間 
　（第1回目）　5月1日（木）～5月30日（金） 
　（第2回目）　10月1日（水）～10月31日（金） 
4　対象製品 
　掛け布団、敷き布団、毛布、枕、マットレス（これら
のうち3点） 
※寝具洗濯対象製品「めんわた、羊毛わた、羽毛わた、
合繊わた」いずれの製品もご利用いただけますが、
「真綿」製品は対象外となります。 
5　利用料金 
　1回につき300円（一人につき年2回のみ） 
【申込先・問い合わせ先】 
まんのう町健康増進課　地域包括支援センター 
　�0877（73）0125



予
算
で
見
る
今
年
度
の
重
点
施
策

◆
遊
休
施
設
再
活
用
の
推
進

　

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
施
設
再
活
用
の

検
討
な
ど
に
遊
休
施
設
再
活
用
推
進
事
業

費
で
５
０
０
万
円
を
新
規
計
上
し
て
い
ま

す
。

◆
公
共
交
通
対
策

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
費
（
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
券
の
印
刷
、運
行
業
務
委
託
）

で
１
、５
２
１
万
円
を
新
規
計
上
し
て
い

ま
す
。

◆
情
報
通
信
事
業

　

新
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
）
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
情
報

通
信
費
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

管
理
運
営
経
費
や
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
必
要
な
経

費
）
で
１
億
７
７
３
万
２
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
増
減
理
由
は
、
情
報
基
盤
整
備

の
事
業
完
了
（
た
だ
し
、
明
許
繰
越
有

り
。）
に
よ
り
情
報
基
盤
整
備
事
業
費
で

４
億
９
、０
０
５
万
２
千
円
減
額
し
、
光

ケ
ー
ブ
ル
保
守
料
（
中
讃
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
株
式
会
社
と
の
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
）
で

２
、５
２
０
万
円
、
旧
テ
レ
ビ
共
聴
組
合

施
設
の
撤
去
経
費
（
ケ
ー
ブ
ル
や
電
柱
な

ど
の
撤
去
）
で
２
、４
２
０
万
３
千
円
を

新
規
計
上
し
た
た
め
で
す
。

◆
少
子
化
対
策

　

推
計
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
を
見

込
み
、
乳
幼
児
医
療
費
支
給
事
業
費
で

４
３
９
万
４
千
円
、
少
子
化
対
策
の
充
実

と
強
化
の
た
め
に
、
放
課
後
児
童
対
策
事

業
費
で
２
０
１
万
４
千
円
、
預
か
り
保
育

事
業
で
９
５
４
万
７
千
円
増
額
し
て
い
ま

す
。

◆
公
共
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策

　

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
費
な
ど
で

２
、３
２
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
防
災
対
策

　

防
災
情
報
屋
外
拡
声
設
備
工
事
費
な

ど
で
１
、５
０
０
万
円
増
額
し
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
に
は
国
の
合
併
補
助
金
を
充
当

し
て
い
ま
す
。

◆
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
対
策

　

長
炭
小
学
校
耐
震
・
大
規
模
改
修
事
業

で
２
億
６
、０
０
０
万
円
を
新
規
計
上
し

て
い
ま
す
。
こ
の
財
源
に
は
国
庫
補
助
金

と
合
併
特
例
債
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
満
濃
南
小
学
校
耐
震
診
断
・

実
施
設
計
業
務
で
４
０
０
万
円
、
中
学

校
施
設
耐
震
診
断
・
改
修
設
計
業
務
で

９
１
０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
新
規
計
上
し
て

い
ま
す
。

歳
入
予
算
の
特
徴
は

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
収
支

不
足
の
財
源
対
策
と
し
て
予
算
上
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
３
億
円
（
対
前

年
度
１
億
円
増
）
と
繰
越
金
２
億
円
（
対

前
年
度
５
、０
０
０
万
円
増
）
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
過
去
に
国
な
ど
の

公
的
機
関
（
旧
資
金
運
用
部
資
金
、
簡
易

生
命
保
険
資
金
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
資

金
）か
ら
借
り
入
れ
た
高
利
率（
年
利
５
％

以
上
）
の
地
方
債
を
繰
り
上
げ
て
返
済
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
財
源
と
し
て

減
債
基
金
か
ら
の
繰
入
金
２
、３
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

6

平成20年度当初予算

平
成
20
年
度
当
初
予
算　

明
ら
か
に

〈一般会計歳入予算の内訳〉
（単位：千円、％）

款　　　名 予算額 構成比
町 税 1,899,666 21.2
地 方 譲 与 税 149,647 1.7
利 子 割 交 付 金 21,200 0.2
配 当 割 交 付 金 13,566 0.2
株 式 等 譲 渡 所 得 交 付 金 6,959 0.1
地 方 消 費 税 交 付 金 168,158 1.9
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 55,449 0.6
自 動 車 取 得 税 交 付 金 70,921 0.8
地 方 特 例 交 付 金 13,100 0.1
地 方 交 付 税 3,601,200 40.3
交 通 安全対策特別交付金 4,800 0.1
分 担 金 お よ び 負 担 金 129,187 1.4
使 用 料 お よ び 手 数 料 129,541 1.5
国 庫 支 出 金 334,299 3.7
県 支 出 金 732,596 8.2
財 産 収 入 59,296 0.7
寄 附 金 1 0.0
繰 入 金 330,452 3.7
繰 越 金 200,000 2.2
諸 収 入 160,862 1.8
町 債 862,500 9.6

合　　　　　計 8,943,400 100.0



歳
出
予
算
の
特
徴
は

【
性
質
別
に
見
る
と
】

　

法
令
な
ど
に
よ
り
そ
の
支
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
「
義
務
的
経
費
」
の
う
ち
、

扶
助
費
が
前
年
度
よ
り
２
・
９
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
障
害
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
「
そ
の
他
の
経
費
」
の
う
ち
「
補
助
費

な
ど
」
は
長
寿
医
療
制
度
の
移
行
に
伴
う

医
療
費
拠
出
金
な
ど
の
追
加
で
前
年
度
よ

り
20
・
２
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

繰
出
金
は
、前
年
度
よ
り
21
％
減
で
す
が
、

こ
れ
は
主
に
老
人
保
健
制
度
が
長
寿
医
療

制
度
に
移
行
す
る
の
に
伴
う
予
算
規
模
の

縮
小
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
目
的
別
に
見
る
と
】

　

総
額
が
前
年
度
よ
り
１
億
５
、
３
６
０

万
７
千
円
増
額
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
原
因
は
、
長
寿
医
療
制
度
の
移
行
に
伴

う
医
療
費
拠
出
金
な
ど
の
追
加
な
ど
で
民

生
費
が
１
億
２
、１
３
４
万
２
千
円
増
額
、

商
工
観
光
課
設
置
に
伴
う
人
件
費
の
追

加
な
ど
で
商
工
費
が
４
、６
８
６
万
２
千

円
増
額
（
平
成
19
年
度
は
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
で
予
算
措
置
を
し
て
い
た
た

め
。）、
都
市
公
園
整
備
費
の
事
業
量

が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
土
木
費
が

９
、６
９
３
万
４
千
円
増
額
、
小
学
校
施

設
整
備
費
の
事
業
量
の
増
加
な
ど
に
よ

り
教
育
費
が
２
億
４
、４
５
７
万
円
増
額
、

公
的
資
金
繰
上
償
還
な
ど
に
伴
い
公
債
費

が
５
、６
６
２
万
９
千
円
増
額
し
た
こ
と

な
ど
で
す
。

　

歳
出
予
算
全
体
の
約
４
分
の
１
を
占
め

る
「
民
生
費
」
は
、
住
民
が
一
定
水
準
の

生
活
と
安
定
し
た
社
会
生
活
を
保
障
す
る

の
に
必
要
で
あ
り
、
社
会
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
国
民

年
金
、
人
権
対
策
な
ど
の
福
祉
関
係
の
経

費
で
す
。

　

福
祉
関
係
は
、
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど

の
影
響
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
、
長
寿

医
療
制
度
の
開
始
な
ど
、
大
き
な
変
革
を

迎
え
て
い
る
上
に
、
経
費
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
町
財
政
の
大
き

な
負
担
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
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平成20年度当初予算

〈一般会計歳出予算の性質別内訳〉
（単位：千円、％）

区　　　分 予算額 構成比

義務的
経 費

人 件 費 1,973,777 22.1
扶 助 費 749,422 8.4
公 債 費 1,089,301 12.2
小　　　計 3,812,500 42.7

投資的
経 費

普通建設事業費 1,326,900 14.8
災害復旧事業費 5 0.0
失業対策事業費 0 0.0
小　　　計 1,326,905 14.8

その他
の経費

物 件 費 1,385,404 15.5
維 持 補 修 費 91,186 1.0
補 助 費 な ど 1,436,584 16.1
積 立 金 19,383 0.2
投資および出資金 1,400 0.0
貸 付 金 12,500 0.1
繰 出 金 852,538 9.5
予 備 費 5,000 0.1
小　　　計 3,803,995 42.5

合　　　　　計 8,943,400 100.0

〈一般会計歳出予算の目的別内訳〉
（単位：千円、％）

款　　　名 予算額 構成比

議 会 費 142,261 1.6

総 務 費 1,302,003 14.6

民 生 費 2,229,824 24.9

衛 生 費 811,260 9.1

労 働 費 3,703 0.0

農 林 水 産 費 804,372 9.0

商 工 費 92,351 1.0

土 木 費 670,309 7.5

消 防 費 515,555 5.8

教 育 費 1,250,037 14.0

災 害 復 旧 費 5 0.0

公 債 費 1,089,301 12.2

諸 支 出 金 27,419 0.3

予 備 費 5,000 0.0

合　　　　　計 8,943,400 100.0

〈当初予算規模（見込み）〉
特別会計 （単位：千円）

予算額

国 民 健 康 保 険 2,151,200

老 人 保 健 321,153

後 期 高 齢 者 医 療 282,757

介 護 保 険 1,866,100

診 療 所 94,200

簡 易 水 道 261,000

下 水 道 240,000

農 業 集 落 排 水 32,980

浄化槽整備推進事業 107,900

合　　　　　計 5,357,290

水道事業会計 （単位：千円）

予算額

収 益 的 収 入 238,204

収 益 的 支 出 230,045

資 本 的 収 入 160,736

資 本 的 支 出 253,853



工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
情
報
基
盤
整

備
事
業
光
伝
送
路
整
備
工
事
）

　

株
式
会
社
四
電
工
香
川
支
店
と
の
当
初

契
約
金
額
（
８
億
６
、９
１
９
万
円
）
を

８
億
３
、７
７
０
万
９
、９
５
０
円
に
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
情
報
基
盤
整

備
事
業
セ
ン
タ
ー
設
備
整
備
工
事
）

　

三
菱
電
機
株
式
会
社
四
国
支
社
と
の

当
初
契
約
金
額
（
３
億
９
、６
９
０
万
円
）

を
３
億
８
、４
１
５
万
４
、０
５
０
円
に
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

業
務
委
託
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
デ
ー
タ
整
備
業
務
）

　

株
式
会
社
五
星
・
国
際
航
業
株

式
会
社
共
同
企
業
体
と
の
当
初
契
約

金
額
（
１
億
３
、
９
６
５
万
円
）
を

１
億
５
、４
３
６
万
５
０
０
円
に
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
総
合
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

　

右
記
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
公
園
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
内
に
設
置
さ
れ
た
７
つ
の
公
園
の
管

理
な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
が
行
う
長
寿
医
療
の
事
務
に
つ
い

て
、
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
共
同
受
信
組
合
ケ
ー
ブ
ル
撤

去
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

共
同
受
信
組
合
ケ
ー
ブ
ル
撤
去
事
業
の

分
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基

準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
な
ど
の
施
行
に
伴
い
、
選
挙
長
、
投
票

管
理
者
、
開
票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
、

開
票
立
会
人
お
よ
び
選
挙
立
会
人
、
期
日

前
投
票
所
の
投
票
管
理
者
、
不
在
者
投
票

管
理
者
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

の
報
酬
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

保
険
医
療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
負
担
が

義
務
教
育
就
学
前
の
場
合
は
２
割
に
、
70

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降

で
あ
る
場
合
も
２
割
（
た
だ
し
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
度
３
月
31
日

ま
で
の
場
合
は
１
割
）
に
、
葬
祭
費
の
支

給
額
が
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

指
定
工
事
店
登
録
手
数
料（
新
規
登
録
）

を
１
万
円
に
変
更
し
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
「
地
籍
調
査
課
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

起
点
・
吉
野
２
９
７
４
番
地
先
、
終
点
・

吉
野
２
９
４
９
番
２
地
先
の
道
路
が
町
道

光
元
３
号
線
に
、
起
点
・
長
尾
44
番
１
地

先
、
終
点
・
長
尾
80
番
１
地
先
の
道
路
が

町
道
樫
林
線
に
、
起
点
・
炭
所
東
８
４
６

番
地
先
、
終
点
・
炭
所
東
８
８
５
番
地
先

の
道
路
が
町
道
広
袖
大
谷
川
３
号
線
に
、

起
点
・
炭
所
東
７
７
２
番
８
地
先
、
終

点
・
炭
所
東
６
９
５
番
地
先
の
道
路
が
町

道
広
袖
２
号
線
に
、
起
点
・
長
尾
６
９
１

番
３
地
先
、
終
点
・
長
尾
１
１
５
７
番
地

先
の
道
路
が
町
道
田
渕
佐
岡
線
に
、起
点
・

長
尾
１
８
５
０
番
地
先
、
終
点
・
長
尾

１
８
５
２
番
地
先
の
道
路
が
町
道
上
無
頭

４
号
線
に
、
起
点
・
長
尾
２
１
１
４
番
１

地
先
、
終
点
・
長
尾
２
２
０
８
番
地
先
の

道
路
が
町
道
北
山
２
号
線
に
、
起
点
・
長

尾
76
番
１
地
先
、
終
点
・
長
尾
２
６
０
番

１
地
先
の
道
路
が
町
道
樫
林
天
神
３
号
線

に
、起
点
・
炭
所
東
８
４
０
番
地
先
、終
点
・

炭
所
東
８
０
５
番
２
地
先
の
道
路
が
町
道

広
袖
３
号
線
に
、
起
点
・
勝
浦
１
０
３
６

番
１
地
先
、
終
点
・
勝
浦
９
７
１
番
地
先

の
道
路
が
町
道
西
下
福
家
２
号
線
に
そ
れ

ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
宮
ノ
下
小
山
谷
線
の
終
点
が
炭

所
西
６
５
２
番
地
先
に
、
町
道
大
井
手
平

野
線
の
終
点
が
炭
所
東
２
８
３
６
番
地
先

に
、
町
道
馬
方
２
号
線
の
終
点
が
西
高
篠

２
３
６
番
１
地
先
に
、
町
道
西
ノ
岡
線
の

8

第1回まんのう町議会定例会

（
会
期
／
3
月
7
日
〜
3
月
26
日
）

第
1
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会



終
点
が
２
３
０
０
番
１
地
先
に
、
町
道

江
畑
東
谷
線
の
終
点
が
炭
所
西
３
４
６
０

番
９
地
先
に
、
町
道
野
津
郷
周
回
線
の
起

点
が
吉
野
２
２
０
０
番
地
先
に
、
町
道
五

性
寺
線
の
起
点
が
長
尾
２
３
４
番
１
地
先

に
、
終
点
が
長
尾
２
２
７
番
地
先
に
、
町

道
片
岡
西
線
の
終
点
が
炭
所
西
７
４
２

番
地
先
に
、
町
道
江
畑
西
谷
線
の
起
点

が
炭
所
西
２
４
７
４
番
３
地
先
に
、
終

点
が
炭
所
西
３
４
３
７
番
地
先
に
、
町
道

上
無
頭
３
号
線
の
終
点
が
長
尾
１
７
９
３

番
地
先
に
、
町
道
町
代
北
山
線
の
終
点

が
長
尾
２
２
４
９
番
地
先
に
、
町
道
六

字
会
堂
線
の
起
点
が
長
尾
２
５
８
７
番

３
地
先
に
、
終
点
が
長
尾
２
５
６
０
番
１

地
先
に
、
町
道
對
ノ
谷
線
の
終
点
が
炭
所

東
７
４
３
番
地
先
に
、
町
道
南
山
線
の
起

点
が
長
尾
２
１
８
１
番
地
先
に
、
終
点
が

長
尾
２
２
９
７
番
２
地
先
に
、
町
道
井
の

神
線
の
起
点
が
七
箇
字
本
目
６
９
３
番
地

先
に
、
町
道
百
々
線
の
終
点
が
十
郷
字
山

脇
６
７
６
番
１
地
先
に
、
町
道
東
三
田
線

の
終
点
が
七
箇
３
９
１
８
番
７
地
先
に
、

町
道
宮
田
佐
文
中
央
線
の
終
点
が
佐
文

４
１
２
番
地
先
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

町
道
片
岡
南
２
号
線
（
起
点
・
炭
所

西
７
５
０
番
１
地
先
、
終
点
・
炭
所
西

７
１
１
番
地
先
）
と
町
道
下
江
畑
線
（
起

点
・
炭
所
西
２
４
５
５
番
１
地
先
、
終
点
・

炭
所
西
３
１
０
５
番
地
先
）
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

塩
入
ふ
る
さ
と
研
修
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ま
ん
の
う
町
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

二
宮
忠
八
飛
行
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
指
定
管
理
者
と
し
て
有
限
会

社
仲
南
振
興
公
社
が
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
９
４
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
89

億
６
、４
８
４
万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険

（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７
１
万
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ

ぞ
れ
23
億
５
、９
１
１
万
７
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
、７
８
５
万
５
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

31
億
２
、８
１
１
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
、０
２
３
万
７
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
18

億
８
、３
７
６
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
80
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

３
億
５
、３
９
７
万
９
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
５
４
万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

２
億
８
、３
２
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
19
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備
推

進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
、５
９
７
万
２
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

８
、２
７
４
万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

善
通
寺
市
・
ま
ん
の
う
町
資
源
ご
み
等
の

圧
縮
選
別
等
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

右
記
の
規
約
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

ま
ん
の
う
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
道

久
貞
雄
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
ん
の
う
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
課
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
貞
闊

宏
子
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

9
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The V
iew

 of M
anno

The V
iew

 of M
anno

〜
外
国
か
ら
見
た
ま
ん
の
う
町
　
日
本
人
の
知
ら
な
い
新
し
さ
の
発
見
〜 

　

今
回
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
来
て
町
内
の

企
業
で
研
修
を

受
け
る
、
18
歳

の
青
年
３
人
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ 

．
日
本
に
来
る
前
は
、
日
本
に
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
か
。

Ａ 

．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
１
年
を
通
じ

て
気
温
が
27
度
を
下
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
の
春
の
桜
や
、
雪
を
頂
く

富
士
山
は
日
本
の
象
徴
で
し
た
。
３
月

の
ま
ん
の
う
町
は
と
て
も
寒
く
感
じ
ま

し
た
が
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
る
風
景

が
楽
し
み
で
す
。

Ｑ 

．
ま
ん
の
う
町
で
の
研
修
期
間
は
、
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

Ａ 

．
３
年
の
予
定
で
鋳
造
の
技
術
を
学
び

ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
日
本
の
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は

技
術
が
大
変
進
歩
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
ま
ん
の
う
町
は
、
そ
う
い
っ

た
技
術
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
企
業
が
多

く
あ
る
の
で
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

．
３
人
と
も
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
好
き
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

休
日
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
、
英
語
版
の
プ
レ
ス
テ
の

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
日
本
の
ア
ニ
メ

が
放
送
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

Ａ 

．
は
い
。「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」「
ク
レ
ヨ

ン
し
ん
ち
ゃ
ん
」「
ド
ラ
え
も
ん
」
な

ど
の
ア
ニ
メ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
放

映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
語
は
ま
だ

難
し
い
で
す
ね
え
。

Ｑ
．
普
段
の
会
話
は
何
語
で
す
か
。

Ａ 

．
僕
た
ち
の
普
段
の
会
話
は
ジ
ャ
ワ
語

で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
地
域
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
言
語
が
あ
っ
て
、

公
用
語
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
す
。
教

科
書
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
英
語
は
中
学
校
か
ら
習
う
の

で
少
し
分
か
り
ま
す
。
ま
ん
の
う
町
に

い
る
間
に
日
本
語
を
ま
ず
覚
え
て
、
地

域
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
で

す
。

英
会
話
サ
ロ
ン
、
始
め
ま
す

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会（
ミ
ー
ア
）

で
は
、
５
月
か
ら
毎
月
第
３
月
曜
日
に
、

か
り
ん
会
館
で
英
会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し

ま
す
。

　

世
界
の
時
事
問
題
や
日
常
の
ト
ピ
ッ
ク

な
ど
を
、
英
語
だ
け
で
自
由
に
意
見
交
換

を
す
る
会
で
す
。

　

日
常
会
話
程
度
の
語
学
力
は
必
要
で
す

が
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

◆
第
1
回
開
催
日
時

　

5
月
19
日（
月
）午
後
２
時
〜
午
後
３
時

◆
教
材
費

　

一
人
１
回
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

◆
メ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
さ
ん

【
申
込
先
、
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
国
際
交
流
協
会
（
か
り
ん
会

館
内
）　

薀
（
７
５
）
０
２
０
０

※ 

外
国
文
化
講
座
に
つ
い
て
は
、
昼
食
の

都
合
上
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

外
国
文
化
講
座
（
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
）

５
月
17
日
（
土
）　

開
催

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

香
川
県
の
国
際
交
流
員
で
あ
る
ぺ
ト

ラ
・
ナ
ー
ゲ
ル
さ
ん
（
ド
イ
ツ
出
身
）
を

招
き
、
ド
イ
ツ
の
伝
統
文
化
や
生
活
習
慣

の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
本
格
ド
イ
ツ
家

庭
料
理
を
試
食
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
、
香
川
県
「
女
性
友
好

の
翼
」
派
遣
団
員
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
と
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
れ
た
東
條
直
子
さ

ん
に
よ
る
お
話
も
あ
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
開
催
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
参
加
費
／
一
人
５
０
０
円（
当
日
集
金
）
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材料（4人分） 

作り方 

1 2 3

野菜入り卵焼き 

●エネルギー 188kcal ●タンパク質 10.1g ●脂質 12.4g ●食物繊維 1.8g ●食塩 1.2g

600kcal栄養バランスのメニュー 
山菜ごはん、野菜入り卵焼き、わかめのみそ汁、ヨーグルト、清見オレンジ 

●卵 4個　●にんじん 40g　●ピーマン 20g　●ウインナー 4本 
●牛乳 大さじ1　●塩 ひとつまみ　●こしょう 少々　●バター 小さじ2 
●ミニトマト 4個 

みじん切り 

バター にんじん 

ピーマン 　② ＋ 　卵を入れたら 
　大きくかき回し 
　半熟状になったら 
　フタをして蒸し焼 
　きにする。 

①をいためる 

ウインナー 薄い輪切り 

みじん切り 

塩・ 
こしょう 

卵 

こしょう 

切り分けて 
盛り付け、 
ミニトマトを 
添える。 

卵にも野菜を 
入れて、食事の 
バランスを 
とりましょう。 

運動 

水 

おやつ 

主食 

副菜 

主菜 
果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 清見オレンジ 

※メニューをコマにあてはめると 

山菜ごはん 

ごはんの 
中の山菜 

卵焼きの卵、 
ウインナー 

ヨ
ー
グ
ル
ト 

卵焼きの 
野菜 

汁の中の 
わかめ 

　

最
近
、
お
な
か
回
り
の
ぜ
い
肉
が
気
に

な
り
だ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

一
般
的
に
、
18
〜
69
歳
の
女
性
の

場
合
、
１
日
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
数
は

２
、０
０
０
〜
２
、４
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
カ
ロ
リ
ー
数
を
突
然
言
わ
れ
て

も
、
な
か
な
か
実
感
が
わ
い
て
こ
な
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
具
体
的
に
１
日
に
何

を
ど
の
く
ら
い
食
べ
た
ら
よ
い
の
か
を
料

理
で
示
し
た
も
の
が
、「
食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
」
で
す
。
こ
れ
は
、
下
図
の
よ
う

に
、「
こ
ま
」
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ま
」
の
本
体
は
１
日
の
食
事
バ
ラ

ン
ス
、
軸
は
必
要
な
水
分
、
ひ
も
は
楽
し

く
適
量
に
抑
え
た
い
菓
子
・
嗜
好
飲
料
、

「
こ
ま
」
を
回
転
さ
せ
る
の
は
適
度
な
運

動
で
す
。「
こ
ま
」
は
食
事
バ
ラ
ン
ス
と

適
切
な
運
動
が
与
え
ら
れ
て
、
初
め
て
安

定
し
て
回
転
し
ま
す
。
偏
り
の
あ
る
食
事

を
取
っ
た
場
合
、「
こ
ま
」
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
し
ま
い
、
健
康
を
保
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

使
い
方
は
い
た
っ
て
簡
単
。
主
食
、
副

菜
、
主
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
果
物
の
各

区
分
の
升
目
に
自
分
が
食
べ
た
も
の
を
あ

て
は
め
て
い
く
だ
け
で
す
。
例
え
ば
、
主

食
で
あ
れ
ば
、
１
日
に
升
目
７
つ
分
を
摂

取
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
食
事
選
択
が
適
切
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
を
知
る
に
は
、
１
カ
月
程
度
の
期

間
で
、体
重
や
腹
囲
（
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
）

の
変
化
を
自
己
確
認
す
る
こ
と
で
可
能
に

な
り
ま
す
。

【
料
理
の
目
安
／
升
目
一
つ
分
】

○ 

主
食
／
お
に
ぎ
り
１
個
、
ご
は
ん
小
盛

り
１
杯
、
食
パ
ン（
４
〜
６
枚
切
）１
枚

○ 

副
菜
／
野
菜
サ
ラ
ダ
、
お
ひ
た
し
の
小

鉢
○
主
菜
／
鶏
卵
を
使
っ
た
目
玉
焼
き

　

※ 
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
料
理
か
ら
3
〜

5
皿
程
度
が
１
日
分

○
牛
乳
・
乳
製
品
／
牛
乳
コ
ッ
プ
半
分

○
果
物
／
み
か
ん
１
個
、
り
ん
ご
半
分

11

「食事バランスガイド」を使ってシェイプアップ !・食育だより

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」を
使
っ
て
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！

主食 

副菜 

主菜 

果物 牛乳・ 
乳製品 

数の分だけコマを塗ってみましょう 
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造
田
免　

城
山

　

│ 

冬
山
に
六
道
し
ず
か
地
蔵
尊 

│

　

町
役
場
琴
南
支
所
近
く
の
御
用
橋
を
渡

り
、
東
方
向
に
３
０
０
ｍ
ほ
ど
行
く
と
十

字
路
が
あ
る
。
真
っ
す
ぐ
行
く
と
首
切
り

峠
を
越
え
て
15
分
で
高
松
空
港
へ
着
く
。

順
が
良
け
れ
ば
県
庁
ま
で
30
分
そ
こ
そ
こ

で
行
け
る
道
で
あ
る
。
左
折
す
る
と
、
岡

の
峰
、
広
袖
、
種
子
を
経
由
し
て
有
名
な

う
ど
ん
屋
さ
ん
の
横
を
通
っ
て
滝
宮
ま
で

20
分
で
出
る
道
で
あ
る
。
十
字
路
を
左
折

し
て
２
０
０
ｍ
で
備
中
地
川
に
架
か
る
城

山
橋
が
あ
る
。
橋
の
北
側
奥
に
城
山
（
シ

ロ
ヤ
マ
）
と
呼
ば
れ
る
小
山
が
あ
り
、
そ

の
山
裾
を
北
か
ら
南
に
城
ケ
谷
川
が
流

れ
、
備
中
地
川
に
流
れ
落
ち
て
い
る
。

　

橋
近
く
の
南
向
き
の
山
の
原
に
お
釈
迦

様
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
祠
の
前
は
広
場
に

な
っ
て
い
る
。
毎
年
３
月
に
は
、
こ
こ
で

お
座
が
催
さ
れ
る
。広
場
の
一
段
下
に
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
平
地
が
あ
る
。
城
ケ
谷
川

が
流
れ
出
る
辺
り
に
、
昔
、
近
辺
集
落
の

焼
き
場
が
あ
っ
た
関
係
で
、
こ
こ
に
輿
堂

が
建
っ
て
い
た
と
い
う
。今
は
何
も
な
い
。

　

当
時
、
焼
き
場
の
入
口
に
六
地
蔵
さ
ん

が
祀
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。そ
の
後
、

土
器
川
沿
い
に
村
の
火
葬
場
が
で
き
て
か

ら
も
、
六
地
蔵
さ
ん
は
廃
墟
と
な
っ
た
旧

焼
き
場
跡
に
留
ま
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
こ

の
ま
ま
こ
こ
で
居
る
よ
り
、
御
用
橋
を

渡
っ
て
新
火
葬
場
へ
行
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、こ
の
地
を
離
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

火
葬
は
す
べ
て
満
濃
池
の
ほ
と
り
で
行

わ
れ
る
時
代
と
な
り
、
六
地
蔵
さ
ん
は
再

び
安
住
の
地
を
失
い
廃
墟
跡
へ
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
地
元
有
志
が
、
そ
の
ま

ま
で
は
六
地
蔵
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
再
び
土
器
川
を
渡
っ
て
こ
の

地
に
お
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
城

ケ
谷
川
近
く
で
阿
弥
陀
様
を
祀
っ
て
あ
る

祠
の
す
ぐ
横
の
地
所
へ
お
戻
り
を
い
た
だ

き
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
は
、
お
釈

迦
様
を
祀
っ
て
あ

る
所
か
ら
県
道
を

歩
い
て
７
、８
分

ほ
ど
登
っ
た
所
に

あ
る
。
祠
の
前
の

広
場
で
は
、
毎
年

８
月
に
お
座
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
お
住
ま
い
を
二
転
三

転
さ
れ
た
六
地
蔵
さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い

で
来
し
方
や
六
道
輪
廻
を
私
た
ち
に
語
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

（
文
責　

下
造
田　

三
好
和
榮
）

　

今
回
は
、
香
川
県

庁
で
国
際
交
流
員
と
し

て
働
い
て
い
る
林
善
雅

（
イ
ム
・
ソ
ナ
）
さ
ん

と
の
会
話
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ｑ 

イ
ム
さ
ん
の
出
身
地
は
、
日
本
で
も
有

名
な
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

Ａ 

そ
う
で
す
ね
。
あ
の
韓
国
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
舞
台
で
有
名

に
な
っ
た
、江
原
道
春
川（
チ
ュ
ン
チ
ョ

ン
）
市
出
身
で
す
。

Ｑ 

好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
は
何
か
あ
り
ま
す

か
。

Ａ 

も
ち
ろ
ん
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
テ
レ
ビ

番
組
も
好
き
で
す
が
、
韓
国
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
私
の
名
前
は
キ
ム
・
サ
ム
ス

ン
」
が
好
き
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
は

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ 

知
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
香
川
の
お
気
に
入
り
の
場

所
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

サ
ン
ポ
ー
ト
の
近
く
の
海
が
見
え
る
所

が
好
き
で
す
。
と
い
う
の
も
、
私
の
故

郷
で
あ
る
チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
か
ら
海
に
行

こ
う
と
し
た
ら
３
時
間
ぐ
ら
い
か
か
る

の
で
、
な
か
な
か
見
に
行
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
香
川
な
ら
す
ぐ
海
に
行

け
る
か
ら
で
す
。

Ｑ 

県
庁
で
は
い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一

番
楽
し
い
仕
事
は
何
で
す
か
。

Ａ 

私
が
小
さ
い
こ
ろ
、
将
来
な
り
た
か
っ

た
職
業
が
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
の

で
、
小
学
校
に
行
っ
て
先
生
の
仕
事

を
や
れ
る
こ
と
が
一
番
楽
し
い
仕
事
で

す
。

Ｑ 

小
学
校
で
の
授
業
は
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
ち
な
み
に
、
イ
ム
さ
ん
は
ま
ん
の

う
町
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

私
の
仕
事
の
一
つ
に
各
学
校
で
韓
国
文

化
を
紹
介
す
る
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

ま
ん
の
う
町
の
小
学
校
を
訪
問
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
児
童

た
ち
が
す
ご
く
積
極
的
に
質
問
を
し
た

り
、
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、
い

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
今
度
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
ま
ん
の
う
町
の
ほ

か
の
所
、
例
え
ば
満
濃
池
な
ど
を
見
に

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

Ａ 

は
い
、
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ム
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

An interview with M
s. Imu
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� 
シ
リ
ー
ズ 

「
香
川
人
権
ゆ
か
り
の
地
巡
り（
1
）」 

　

人
権
学
習
の
時
間
に
、
ク
ラ
ス

二
十
四
人
で
命
令
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
赤
、
青
、
緑
、
黄
色
の
カ
ー

ド
の
中
の
ど
れ
か
を
選
び
ま
す
。
色
ご

と
に
前
へ
出
て
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
命

令
に
従
っ
て
動
き
ま
す
。
で
も
一
人
だ

け
み
ん
な
と
違
う
命
令
が
書
か
れ
て
い

て
、
一
人
だ
け
別
の
行
動
を
取
る
子
が

い
ま
し
た
。
命
令
通
り
に
や
っ
て
い
て

も
一
人
だ
け
な
の
で
は
ず
か
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
自
分
だ
け

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
悲

し
そ
う
で
し
た
。

　

友
達
と
意
見
を
発
表
し
合
う
と
、「
み

ん
な
で
す
る
と
笑
顔
に
な
っ
て
は
ず
か

し
く
な
い
。」「
一
人
だ
け
だ
と
『
ど
う

し
て
自
分
だ
け
』
と
さ
み
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

そ
の
時
、
私
は
あ
る
経
験
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
私
も
仲
間
に
入
れ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、「
友
達
は
私

の
こ
と
が
き
ら
い
な
の
か
な
。」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
次
の
日
、
友
達

に「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
。」と
言
う
と
、

笑
顔
で
「
い
い
よ
。」
と
快
く
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。私
は
心
の
中
で「
よ
か
っ

た
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
勢
な
ら「
楽
し
い
。」一
人
な
ら「
一

人
じ
ゃ
さ
み
し
い
し
、
や
る
気
に
な
ら

な
い
。」
そ
れ
は
、
仲
間
に
入
れ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
時
の
私
の
気
持
ち
と
同

じ
で
す
。
き
っ
と
一
人
だ
け
別
行
動
を

し
て
い
た
子
も
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
を

ク
ラ
ス
で
発
表
し
ま
し
た
。「
み
ん
な

と
同
じ
よ
う
に
行
動
し
て
い
て
も
、
少

数
だ
と
は
ず
か
し
か
っ
た
り
い
や
だ
っ

た
り
す
る
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
た
い
。」
と
い
う
意

見
が
出
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
行
動
し
て
い
る
と
、
自
然

と
笑
顔
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
と
仲
よ
く
活
動
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
私
は

仲
間
は
ず
れ
の
友
達
が
い
な
い
よ
う
に

声
を
か
け
て
遊
び
た
い
で
す
。

　

こ
の
学
習
を
生
か
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。
そ

し
て
、
友
達
が

い
る
と
心
が
あ

た
た
か
く
な
る

の
で
友
達
を
大

切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

琴
弾
公
園
（
観
音
寺
市
）

香
川
県
水
平
社
設
立
の
地

　

１
９
２
４
年
、
観
音
寺
町
公
会
堂
で

香
川
県
水
平
社
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

県
水
平
社
は
氏
子
入
り
や
公
営
墓
地
参

入
を
求
め
る
闘
い
、
学
校
で
の
部
落
児

童
に
対
す
る
差
別
糾
弾
な
ど
に
取
り
組

む
一
方
、
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
生
活

物
資
の
共
同
購
入
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
水
平
社
と
は
、
水
平
線
の
よ
う
に

部
落
差
別
の
な
い
平
等
な
社
会
を
目
指

す
意
味
で
す
。

　

公
会
堂
跡
地
に
は
現
在
、
観
音
寺
市

立「
老
人
憩
い
の
家
」が
建
っ
て
い
ま
す
。

周
囲
は
県
立
公
園
と
な
っ
て
い
て
砂
の

造
形
「
寛
永
通
宝
」、「
郷
土
資
料
館
」、

「
世
界
の
コ
イ
ン
館
」、「
温
泉
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。『
青
春
デ
ン
デ
ケ
デ
ケ
デ
ケ
』

の
作
者
・
芦
原
す
な
お
さ
ん
の
実
家
や

同
映
画
の
ロ
ケ
地
巡
り
も
で
き
ま
す
。

【
交
通
】

Ｊ
Ｒ
予
讃
線
「
観
音
寺
駅
」
徒
歩
15
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
音
寺
市
人
権
推
進
課

　

薀
０
８
７
５
（
２
３
）
３
９
２
８

季
節
の
草
花
を
添
え
て
絵
手
紙
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
／
5
月
14
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所
／
長
尾
会
館　

参
加
費
／
一
人  

３
０
０
円

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
長
尾
会
館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】薀（
７
９
）２
０
２
１
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人権コラム・会館ジャーナル・人権作文コーナー

仲
間
は
ず
れ
が
な
い
よ
う
に

満
濃
南
小
学
校  

五
年

山  

神　

早
央
里

現琴弾公園の看板

観音寺市郷土資料館

旧観音寺町公会堂



おくやみ

おめでた

および人権擁護委員制度創設60周
年を迎えることから、6月1日（日）
午前9時から午後9時まで、「12時
間電話人権相談」を行います。人
権擁護委員と法務局職員が担当し
ます。秘密は固く守られますので、
お気軽にご相談ください。

～乳幼児から高齢者まで大集合～
　正しい歯の磨き方と虫歯予防を
行います。
◆日時／ 6月8日（日）午前9時～正
午※受け付けは午前11時30分ま
で◆会場／多度津町町民健康セン
ター（多度津町西港町）◆内容（す
べて無料）／歯の健診・歯の相談、
ブラッシング指導、フッ素塗布・
洗口体験、CCD カメラでのぞこ
う口の中、清涼飲料水の秘密、唾
液で分かる虫歯のなりやすさ（希
望者全員）、唾液で分かる歯周病
（成人先着50人）、クイズ（景品が
あるよ !）※お子さんは保護者の方
と一緒に参加してください。

　腎臓病の治療を受けている患者
さんやそのご家族の方、腎臓病に
興味のある方、私たちと一緒に腎
臓病の勉強をしませんか。病気の
治療は「正しい知識」を持つことか
ら始まります。
◆開催日時／毎月第1木曜日、午
後1時30分～午後3時◆会場／善通
寺病院内の会議室※ご存じでない
方は、看護師がご案内しますので、
「泌尿器科外来受付」前に午後1時
20分にお越しください。◆内容／
医師、看護師、薬剤師、栄養士か
ら腎臓病の療養生活について説明
します。◆対象者／どなたでも自

由にご参加いただけます。当院を
受診していなくても参加できます
し、ご家族だけで参加していただ
いても結構です。
【問い合わせ先】
善通寺病院　泌尿器科病棟
　薀0877（62）2211

◆消防吏員
◆応募資格／昭和59年4月2日～昭
和62年4月1日に生まれた者で大学
卒業者（卒業見込み者を含む。）◆
採用予定人員／若干名◆受付期間
／平成20年5月27日（火）～平成20
年6月26日（木）◆第1次試験／平成
20年7月20日（日）香川大学法・経済
学部（高松市幸町2番1号）◆第2次
試験／平成20年8月中旬ごろ予定
【問い合わせ先】
仲多度南部消防組合消防本部
総務課　薀0877（73）3095

　まんのう町交通指導員の辞令交
付式が3月21日に行われ、次の方々
が任命されました。
内海重正、壽野満利、香川驪信、
闍尾勉、宮地正、森末雅喜、
中西闊志、　岡　圓、尾郷信雄、
藤井清、松岡達雄、小山悦寛、
（順不同、敬称略）
　任期は、2年間で、指導員らは、街
頭における交通指導のほか交通安
全活動を行い、交通事故の防止や
交通秩序の維持に努めていきます。

3月届出分

健やかな成長を・・・（敬称略）

 氏　名 生年月日 保護者名 地区

松
まつも と

本 　 樹
いつき

   2.20 達男 公文
三
み よ し

好 斗
と う ま

真   2.28 敏徳 四條
今
い ま だ

田 歩
あ ゆ み

実   3.  4 光一 西高篠
塚
つかも と

本 心
こ は る

春   3.  4 哲也 吉野
大
おおは ら

　 蓮
れん

   3.  8 卓也 佐文

大
おおに し

西 健
けんすけ

介   3.  6 俊太 四條
田
た な べ

邊 夢
ゆ め か

香   3.  7 新悟 公文
近
こんど う

藤 汰
た い き

希   3.12 浩二 四條
日
に な た

向 太
おうすけ

介   3.17 岳 東高篠
辻
つじむ ら

村 龍
りゅうび

飛   3.19 晃 吉野
川
かわにし

西凌
りょうたろう

太郎   3.23 佳久 中通
3月届出分

ご冥福をお祈りします・・・（敬称略）

 死亡者名 死亡年月日 年齢 地区

青
あおい

井ユリヱ   2.29 88 吉野
平
ひら お か

岡 豊
と よ こ

子   3.  1 76 公文
有
あり の ぶ

信 君
き み こ

子   3.  2 82 吉野
大
おお た に

谷 君
き み こ

子   3.  2 96 長尾
小
しょ う じ

路 　 清
きよし

   3.  4 81 吉野
浦
うら や ま

山 義
よしひろ

博   3.  4 71 長尾
綾
あや

　 浩
ひろゆき

之   3.  6 47 吉野下
古
ふるか わ

川 義
よ し こ

子   3.  7 84 公文
上
うえ

原
はら

ノブヱ   3.  8 74 川東
篠
しの は ら

原 正
まさひろ

弘   3.  9 77 炭所西
増
ま す だ

田 忠
た だ お

雄   3.  9 99 長尾
山
やま

雹
がみ

ツヤ子
こ

   3.10 96 長尾
今
い ま い

井 　
つとむ

 3.12 69 吉野
黒
くろ

井
い

カズヱ   3.13 96 吉野
西
にし は ら

原 一
かずまさ

正   3.13 78 帆山
西
にし お か

岡
としはる

春   3.13 85 勝浦
宮
みや わ き

光
みつはる

春   3.16 90 炭所西
下
し も や

家 晴
は る お

男   3.17 77 中通
堀
ほり け

家シズ子
こ

   3.19 80 東高篠
常
つねか ね

包 ト ミ   3.22 83 炭所西
闍
たか

尾
お

ミヨ子
こ

   3.23 83 勝浦
西
にし や ま

山 貞
さ だ お

雄   3.23 89 炭所西
藤
ふ じ い

井 幸
さ ち こ

子   3.23 82 買田
岩
いわ く ら

倉 ト キ   3.24 98 帆山
久
くるしま

留嶋シゲミ   3.24 95 東高篠
寺
てらじ ま

嶋 達
た つ お

雄   3.27 75 長尾
井
いの う え

上 澄
す み こ

子   3.29 80 四條
本
ほ ん だ

田 武
た け お

男   3.31 86 岸上
※ ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

琴南郵便局が琴南支所内に移転します 
地方公共団体と郵便局の連携拠点として4月28日(月)からサービス開始 

（平　　　日）　９：００　～　１７：３０ 
（土　曜　日）　９：００　～　１２：３０ 
（日曜・祝日）　お取り扱いしておりません。 

琴南郵便局　窓口取扱時間 
取　扱　内　容 取扱時間 

窓
口 

郵便サービス 
貯金サービス 
保険サービス 

郵便、印紙、ゆうパック、内容証明など 
貯金、為替、公共料金、振替、国債など 
生命保険、バイク自賠責保険など 

９：００～１７：００ 
９：００～１６：００ 
９：００～１６：００ 

ＡＴＭ 

琴南郵便局（開局132年、局長：松川明博） 
明治9年6月開局（当時の名称は「造田郵便局」。）、昭和44年7月「琴南郵便局」に名称変更、昭和63年2月無集配局に改編 
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情報ひろば

募　　集仲多度郡歯科医師会主催

歯の衛生週間（6/4～10）記念行事

毎月、腎臓病教室（無料、事前
申し込みも不要）を開いています

交通指導員に12人を任命



　すでに町では「日程表」は広報3
月号と、「分別表」は広報4月号と
同時に配布しています。現在、こ
れらの予備を環境保全課、各支所、
美合出張所、各公民館に備え付け
ています。
　これらをなくされてしまった方
など必要な方は、いずれかの所で
入手可能です。部数に限りはあり
ますが、どうぞご利用ください。
【問い合わせ先】
まんのう町環境保全課
　薀0877（73）0123

　人権擁護委員は、法務大臣から委
嘱されたボランティアの方々です。
　地域に根差した活動を通じて人
権思想を広め、人権侵害が起きな
いように見守り、人権を擁護する
役目を持っています。
　委員らは、人権啓発キャンペー
ンの実施や住民の皆さんからの人
権相談を受けるなど、積極的な活
動を行っています。
　月に一度、特設会場を設けて相
談を受けています。秘密は固く守
られますので、人権侵害でお困り
の方は、お気軽にご相談ください。
〈まんのう町の人権擁護委員〉
永井壽惠子、今田宏、五味孝、

堀瀬照子、國重繁幸、林綾子、
林太朗、滝口はなみ（順不同、敬称略）
【問い合わせ先】
まんのう町企画政策課
　薀0877（73）0106

◆栽培目標面積／（ひまわり）お
おむね8ha、（そば）おおむね1.5ha
◆対象／肥培管理された農地◆
栽培補助金／（ひまわり）①おお
むね5ha の連反団地の場合、10a
当たり5万円※集落単位で申請の
こと。②15a 以上の団地の場合、
10a 当たり1万円※個人で申請の
こと。（そば）10a 以上の農地の場
合、10a 当たり2万円※個人で申
請のこと。◆ひまわりの種子およ
び播種時期／種子はホクレン限定
で、10a 当たり200g を支給※原則、
5月の連休中に播種のこと。
【申込先／問い合わせ先】
まんのう町農林課薀0877（73）0105

◆開催日／ 5月8日（木）◆会場・
時間／①高松家庭・簡易裁判所
庁舎1階（高松市丸の内2-27）、午
前10時～午後3時30分②高松地方
裁判所丸亀支部内（丸亀市大手町
3-4-1）、午前10時～午後3時◆相談
方法／ 30分程度の面談による相
談◆その他／予約不要、受付順
【問い合わせ先】
香川県弁護士会事務局
　薀087（822）3693

◆日時／ 5月17日（土）午後1時～
午後3時◆会場／香川県弁護士会

館（高松市丸の内2-22）◆相談方法
／面談による相談および電話相談
◆その他／予約不要、当日来館ま
たは電話にて受け付け
【問い合わせ先】
香川県弁護士会事務局
　薀087（822）3693
※相談電話番号を兼ねています。

～あそび探検　鎮守の森～
◆日時／ 5月25日（日）午前9時受
付開始◆集合場所／長炭小学校
（小雨決行）◆コース／約5㎞◆参
加費／無料◆申込方法／申込書
（教育委員会に有り。）の郵送、電
話、ファクシミリのいずれか◆申
込締切日／ 5月16日（金）◆その他
／お弁当は必要な方のみ持参。大
会中の事故については主催者側で
応急手当するとともに１日保険に
加入しますが、それ以上の責任を
負いませんのでご了承ください。
【申込先／問い合わせ先】
まんのう町教育委員会事務局
　薀0877（73）0108
　FAX0877（73）0113
まんのう町レクリエーション協会
小山雅史
　薀0877（79）3319※FAX兼用

◆特設人権相談所を開設します
　6月1日（日）午前10時から午後4
時までの間、高松市生涯学習セン
ター（まなび CAN、高松市片原
町11番地1）で特設人権相談所を開
設します。弁護士と人権擁護委員
が相談を受けます。お気軽にご相
談ください。
◆ 12時間電話人権相談（無料）を
行います
～薀087（815）5311～

　今年は世界人権宣言採択60周年
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情報ひろば

「ごみ収集日程表」「ごみ収集
分別表」、まだ予備があります

ひまわりとそばの栽培
農家を募集しています

6月1日は「人権擁護委員の日」

こどもの日記念無料
相談が開催されます

憲法週間記念無料法律
相談が開催されます

人権擁護委員をご存じですか

第25回全国一斉「あそびの日」
まんのうウオークラリー大会



第53回小学館漫画賞 第3回さぬき夢桜植樹式

満
濃
池
に
あ
な
た
の「
マ
イ
桜
」を
植
え
ま
せ
ん
か

　第3回さぬき夢桜植樹式（主催／特定非営利活
動法人さぬき夢桜の会、理事長／和泉幸男氏）が
3月2日、まんのう町吉野の五毛地区で行われま
した。
　これは、さぬき夢桜の会が、平成17年度から5
カ年計画で満濃池周辺地域に桜を1,000本植樹し
ようという活動の一環で行われたものです。
　今回は、瀬戸内海の沿岸や島々に100万本の
樹木を植えることを目的に活動している特定非営
利法人瀬戸内オリーブ基金からの助成を一部受け
て、山桜、大島桜、霞桜、大山桜の計320本を
四条幼稚園の園児らなどの参加者が植樹をしまし
た。

竹で作られたスコップを手に植樹を行う園児ら

『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』作
品
が
選
ば
れ
た
の
は
史
上
初

　「第53回小学館漫画賞」の最終審査委員会が１
月21日に行われ、少年向け部門で『週刊少年マ
ガジン』に連載中の『ダイヤのA（エース）』が
選ばれました。
　この作者である寺嶋裕二さん（長尾出身）によ
れば、ずっと自分の中には「小・中・高とやって
きた野球をテーマに作品を作りたい」という思い
はあったものの、なかなか自分自身、納得のいく
形ができず、ようやく連載までこぎつけたのが、
この作品だそうです。
　この賞が昭和30年に設けられて以来、ライバ
ルとなる講談社の作品から選ばれたのは史上初と
なります。

小学館漫画賞を受賞した寺嶋裕二さん

森のコンサート 青少年育成　特別講演会

い
ら
な
い
命
は
一
つ
も
な
い 　青少年育成特別講演会（主催／まんのう町青少

年育成会議）が3月16日、まんのう町町民文化ホー
ルで開かれました。
　講師に特定非営利活動法人いのちの応援舎の理
事長である山本文子さんを招き、「いのちと性を
考える」と題して講演を行いました。
　「性を大切にする」ことは「いのちを大切にする」
ことになると語り続けてきた山本さん。子供を持
つ親らに、「人のぬくもりを教えるには触れるこ
とが大切。そのためにもぜひお子さんを抱きしめ
てください。そして、出産の感動を話してくださ
い。」などと訴えかけました。

講演を行う山本文子さん

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
を
堪
能

　オーケストラの演奏会が2月23日、24日の両
日、まんのう町町民文化ホールで開催されました。
　今回は、指揮者に新田孝氏、演奏に東京フェス
ティバルオーケストラを迎え、スッペ作曲「軽騎
兵」序曲や、映像を交えての、ケテルビー作曲「ペ
ルシャの市場にて」などが演奏されました。
　23日にはコーラストゥッティによる合唱が、
24日には満濃中学校2年生による合唱がオーケス
トラの伴奏によって行われました。
　プログラムの演奏終了後、聴衆によるアンコー
ルの拍手がわき起こり、数曲が追加演奏されまし
た。

聴衆からのアンコールに応える指揮者ら
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まちのニュース



スポーツの結果 （敬称略） 

休日当番医 
テレフォンサービス　�73-4400（日・祝日のみ） 55 Event schedule in May

日程 行事名 時　間 場　所

1日貅 心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

4日豸 春らんまんフェスタ
「まんのう町の日」

10:00～15:30
国営讃岐まんのう公
園・芝生広場

7日貉 ポリオ 13:30～14:30 満濃農改センター

8日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

13:30～16:30 仲南支所

12日豺 栄養相談日
（要予約薀73-0126）

役場本庁

13日貂 栄養教室（糖尿病予防食
／要予約薀73-0126）

琴南農改センター

14日貉 心配ごと相談 9:00～12:00 琴南総合センター

15日貅
身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

16日貊 行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

17日貍
無料法律相談
（要予約／まんのう町商
工会薀73-3711）

まんのう町商工会

20日貂 乳幼児健診 13:30～14:30 琴南農改センター

21日貉
行政相談 10:00～15:00 役場本庁

ポリオ（予備日） 13:30～14:00 満濃農改センター

22日貅

こころの健康相談
（要予約薀73-0126）

琴平ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

行政相談・人権相談 10:00～15:00 仲南支所

健康相談 10:00～11:30 エピアみかど

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

健康教室 13:00～14:00 エピアみかど

23日貊 健康相談 10:00～11:30 満濃保健センター

27日貂 胃・子宮・乳がん検診 8:30～11:00 琴南農改センター

28日貉 乳幼児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

29日貅
2歳児健診 13:30～14:30 満濃農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

日 科 医療機関名 電話

3日 内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

4日 内科 永生病院 73－3300

5日
内科 大山内科医院 79－3311

外科 川口医院 79－0711

6日 内科 ふかだクリニック 73－2211

11日
内科 いわさき循環器科内科クリニック 75－2700

外科 たかお整形外科医院 75－1127

18日 内科 池田内科医院 73－2366

25日
内科 森内科医院 73－4188

外科 山田外科医院 73－5211

※当番医は予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

平成20年  町内の110番119番
区　分 3月中 1月からの累計

交通事故

物損（件） 41（29） 99（102）

人身（件） 15（14） 42（ 37）

死亡（件） 0（ 0） 1（ 0）

救急出動
火災（件） 3（ 5） 5（ 8）

救急（件） 73（84） 246（231）

（　　）は昨年同期

とき 大会名 場所 結　果

3
月
29
日
貍

まんのう町グラ
ウンドゴルフ協
会杯大会

長炭平山グ
ラウンド
参加 :68人

優　勝：末久忠（吉野）

準優勝：山地利正（羽間）

第3位：前田宏一（四條）

3／21町長表敬訪問

コントD51（香川けんじさん、まさしさん）

17

5月の行事予定・休日当番医・スポーツの結果
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大豆油インクを使用しています。 

 
再生紙を使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配布しています。 
　配布についての問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 
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琴南中学校記者クラブ 

一
人
一
役
の
生
徒
会
活
動
を
目
指
し
て 

     

　
ぼ
く
た
ち
の
琴
南
中
学
校
は
今
年
度

三
年
生
九
名
、
二
年
生
二
十
一
名
、
一

年
生
十
四
名
と
な
り
、
全
校
生
徒
数
は

四
十
四
名
で
す
。 

　
小
規
模
校
で
す
が
大
規
模
校
と
変
わ

る
こ
と
な
く
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ぼ
く
は
生
徒
会

長
と
し
て
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動

の
活
性
化
を
よ
り
一
層
図
る
た
め
に
「
一

人
一
役
の
生
徒
会
活
動
」（
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
る
活
動
）
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
「
自
分
の
考
え

を
持
ち
よ
り
よ
い
行
動
の
で
き
る
生
徒

像
」
を
訴
え
、
自
主
的
な
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
会
員
の
一
人
ひ

と
り
が
活
躍
で
き
る
場
や
機
会
が
持
て

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
三
年
生
九
名
の
一
人
ひ
と
り

が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
を
持
ち
、

縦
割
り
班
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
て
、

学
校
の
顔
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
行

動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生

徒
会
役
員
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
主
役
と
し
て
活
躍
す
る
た

め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　「
一
人
一
役
の
生
徒
会
活
動
」
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
琴
南
中

学
校
を
元
気
に
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は

ぼ
く
た
ち
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
で
す
。 

　
先
輩
た
ち
の
残
し
た
良
き
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
生
徒
会
役
員
を
中

心
に
全
校
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
る
活
動
を
心
が
け
、
今
年
度
を
頑

張
り
ぬ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
会
員
の
理
解
と
協
力
を
し
っ
か
り
と

得
な
が
ら
「
琴
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
し

て
平
成
二
十
年
度
を
「
英
知
」「
品
性
」

「
活
力
」
の
学
校
訓
に
恥
じ
ぬ
よ
う
素

晴
ら
し
い
年
度
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

広報誌にお子さんの写真を掲載しませんか？ 
1～3歳までのお子さんの写真を募集しています。 
問い合わせ先　企画政策課　�（73）0106

学校美術館 

「東京タワー」 

仲南小学校  2年 

山 田 　 斉 

仲南小学校  5年 

大東かすみ 

平成19年度明るい選挙啓発ポスター入選者 

優秀賞  満濃南小学校  6年　山 � 千 尋（敬称略） 

※学校や学年は入選当時のもの 

※作品は4年時作成のもの 

琴南中学校  3年 
堀 田  康 彦 

琴南中学校集合写真（平成20年度） 


